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後期基本計画で取り組む生涯学習施策について 

後期基本計画における生涯学習施策の体系は次のとおりとします。 

今後５年間の羽村市が目指す生涯学習として、「循環型生涯学習の推進」、「生涯学

習を通したまちづくり」を掲げ、それぞれを第１章、第２章とします。 

そして、第３章は、第１章、第２章で掲げる生涯学習を具現化するため、今後５年

間で取り組む生涯学習施策を網羅した「５年間に取り組む生涯学習施策の展開」とし

ます。前期基本計画のライフステージの考え方を踏襲し、乳幼児期から高齢期までの

生涯学習について、様々な視点から導いた施策に基づき、現状と課題を整理し、今後

の方向性、主な計画事業を定めます。 

 

 

  

 

ライフステージを踏まえた生涯学習施策 

第３章 

５年間に取り組む生涯学習施策の展開 

第１章 

循環型生涯学習の推進 

第２章 

生涯学習を通したまちづくり 

第１章、第２章の実現に向け 

７つの基本施策に取り組みます 

羽村市の目指す生涯学習 
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第１章 循環型生涯学習の推進 

 

 

 

これからの生涯学習においては、地域全体の教育力の向上の観点からも、学習機

会の充実を図ることのみならず、各個人がこれまでの学習で身に付けてきた知識や

技能を次に学習する市民や地域社会に還元する、循環型の生涯学習を推進していく

ことが大切です。 

羽村市の文化・スポーツ活動等を子どもや若者などの次世代や地域社会につなげ

ていくことで、生涯学習基本計画の基本理念である「楽しく学び つながり 活か

す 生涯学習」の実現を図ります。 

 

＜循環型生涯学習の実現に向けて＞ 

市では生涯学習の推進に向け、様々な施策を展開しています。その中で、市民一

人ひとりが知識や技能の向上を目的として、各ライフステージにおける様々な機会

を通して、自主的・自発的に学習活動に取り組むなど、多くの多様な人材が地域で

活動しています。 

また、市内の様々な団体がそれぞれの活動目的の達成に向けて活動する中で、例

えば、芸術・文化活動においては、羽村市文化協会加盟団体のほか各種サークルの

活動等を通じて、多様な知識や技能を持った人材が育っているほか、スポーツの分

野においても、羽村市体育協会加盟団体やはむら総合型スポーツクラブ「はむすぽ」
※のほかスポーツ関係団体等の活動を通じ、指導を行える技能を持った人材が育つ

など、市内の様々な分野の各種団体において、活発な活動を通じて人材が育ち、活

動しています。 

このように、個人的な学習や各種団体の活動の中で得られる知識や技能の向上を

図ることは大切です。しかし、これからの生涯学習の推進においては、個々の学習

機会の充実を図ることのみならず、指導のできる地域人材の育成に取り組むととも

に、活動機会の提供、また、人と人、人と情報、人と学習資源を適切に結びつける

調整機能を担う生涯学習コーディネーターの養成に取り組み、「循環型生涯学習の

仕組み」を構築していくことが大切です。 

知識や技能を持った多くの地域人材を活用した循環型生涯学習の仕組みが構築

されることにより、地域の教育力の向上が図られるとともに、市内で活動する各種

団体の発展にもつながっていきます。  
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循環型生涯学習の推進 

    １．地域人材の育成 

    ２．学習成果の活用の場の提供 

    ３．生涯学習コーディネート機能の構築 

 

 

 

【循環型生涯学習のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

人材の育成 

（養成講座等） 

学びの実践 

市民・地域 

学習の場 

（生涯学習関連施設） 

新しく学ぼうと 

する市民 

人と人、人と情報、人と地域資源を結びつける 

生涯学習コーディネーター 

 楽しく学び つながり 活かす 生涯学習 
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１．地域人材の育成 

多様な学習機会を提供するとともに、市内の各種団体への活動支援を通して、

学んだ成果を地域社会に還元することのできる人材を育成します。 

① 学習ニーズの多様化・高度化に対応した学習機会の提供

高度情報化や国際化、尐子高齢化といった社会構造の変化の中で、近年の多様

化・高度化する市民の学習ニーズに対応するため、生涯学習関連施設等では様々

な学習機会を提供しています。 

これからも、市民一人ひとりの知識や技能の向上に向け、関係各課や生涯学習

関連施設がそれぞれ持っているノウハウを活かしながら連携・協力して市民の学

習ニーズに合った事業に取り組んでいきます。 

② 市内で活動する各種団体への活動支援

市内には、文化・スポーツ団体や市民活動団体※など多くの団体が、自主的に

様々な学習活動を行っています。 

団体の中では、会員が活動を通して学ぶとともに、会員同士で教え合うといっ

た相互学習がなされ、個人・団体ともに知識や技能が蓄積されています。 

市内の各種団体の活動が活発になることで、そこで活動している人たちの人材

育成につながっていくことから、これら団体を支援することも重要です。 

そこで、各種団体で知識や技能を有する会員が、自ら講師となり実施する初心

者教室の開催を支援します。また、各種団体が講習会や勉強会等を実施する際に、

活動の場の提供や指導者の派遣、情報提供等の支援など、団体の学習機会への支

援を通して、団体会員の知識や技能の向上につなげていきます。 
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２．学習成果の活用の場の提供 

   人材バンク登録制度を活用するとともに、生涯学習関連施設を活用した市民と

行政の協働により、学んだ成果を地域社会に還元することのできる機会を提供し

ます。 

 

① 地域人材の活躍できる事業の展開    

市では、地域人材の持つ専門的な知識や技能を地域社会に還元する仕組みとし

て、人材バンク登録制度に取り組んでいます。 

   この制度は、これまで、何かを学びたい人からの要請を受けて登録指導者を紹

介するといった、一方通行的な取組みであることから、登録指導者の十分な活用

が図られない状況にあります。 

   専門的な知識や技能を持った人材が地域で活躍することは、地域の教育力の向

上や地域の課題解決につながります。今後は、地域の人材を、市主催事業や市内

の各種団体との連携した事業、また、学校での教育活動の中で講師として活用す

るなど、人材バンク登録制度を効果的に運用しながら、地域人材が学習成果を還

元できる場の提供に向けて取り組んでいきます。 

 

 

② 生涯学習関連施設との協働の促進 

生涯学習センターゆとろぎや市図書館をはじめ、児童館や学習等供用施設など

の生涯学習関連施設では、多くの市民に様々な学習の機会を提供するとともに、

事業の企画・運営や事業実施の際に市民と協働し、市民の持つ専門的な知識や技

能が地域社会に還元されるよう取り組んでいます。 

   今後も、市民と協働の事業を展開していくとともに、還元できる知識や技能を

持った市民に対して協働事業への理解促進を図り、積極的に参画できる環境づく

りに取り組んでいきます。 
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３．生涯学習コーディネート機能の構築 

   人と人、人と情報、人と学習資源を適切に結びつける役割を担う、生涯学習コ

ーディネーターを設置します。 

① 生涯学習コーディネーターの養成

知識や技能を持った市民と学ぶ機会を求める市民や団体、学校等とのニーズが

つながらない状況にあります。 

   学習の機会を求める市民や団体等に、より的確な情報を提供できる制度を確立

することが重要です。そこで、地域人材や各種団体等の活動情報を広く把握し、

その知識を学ぶ側の市民に提供するとともに、生涯学習に関する相談に対応でき

るといったコミュニケーション能力や企画・立案能力などを備えた生涯学習コー

ディネーターの養成に取り組んでいきます。 

② 生涯学習コーディネーターの組織化

生涯学習コーディネーターが個々に活動するには、人的ネットワークや情報量、

問題解決への方策など様々なところで限界が生じると考えられます。 

   市民の多様な学習ニーズに応えるためには、生涯学習コーディネーターを組織

化し、多くのネットワークや情報を組織として蓄えることが有効となります。ま

た、組織化することにより、生涯学習コーディネーター個々では解決できない問

題にも組織で対応することで、問題解決に導くことが可能となるなど、生涯学習

コーディネーターの資質及び組織力の向上が図られます。 

   そこで、生涯学習コーディネーター養成講座を受講した人や文化・スポーツな

どの幅広い分野で活動している専門的な知識や技能を持った人を中心として組

織化を図ります。 



 

26 
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第２章 生涯学習を通したまちづくり 

 

 

 

市民の学習活動を通して学んだ成果を、まちづくりに活かすことのできる仕組み

を作ることや、まちづくりに関わる市民の意識向上に活かすことで、人の心の豊か

さや地域への愛着を深め、人と人との輪をひろげ高めあうことにつながります。さ

らには、自主的にまちに対する責任や自身の役割を果たすなど、地域の課題解決と

いった自主・自立のまちづくりへとつながります。 

市民や各種団体等（企業、大学、事業者、財団など）と市が連携・協働し、生涯

学習を通して取り組むことで、市民の生涯学習による住みよいまちづくりを推進し

ます。 

 

＜生涯学習を通したまちづくりの実現に向けて＞ 

 生涯学習を通したまちづくりには、地域を支える市民が一人でも多く活躍できる

ように支援していくことが大切です。 

 まちづくりに参画する市民や各種団体等が増えることで、市民の生きがいの増進

や地域コミュニティの活性化、郷土を愛する心の深まりなどが地域全体へつながっ

ていくと考えられます。 

 また、知識や技能を持った市民や各種団体等の様々な主体が専門性を活かし、地

域の課題解決などの取組みを行うことで、市民誰もが暮らしやすいまちへとつなが

ります。 

 市では、生涯学習関連施設を中心として、スポーツ・芸術鑑賞事業や各種文化講

座など、多種多様なメニューを学習の機会として市民に提供しています。 

 また、市内の各種団体等においても、独自の活動として、また、市との協働した

活動として、文化・スポーツ活動や地域の課題解決に取り組んでいます。 

 そこで、生涯学習を通したまちづくりの実現に向けて、２つの視点から取り組む

こととします。 

一つ目の視点として、市や各種団体等が実施する事業や、市民、各種団体等が地

域の中で個々に取り組んでいる様々な学習活動を、一つの「テーマ」や「共通した

目的」を持った関連性のある活動として位置づけます。関連性を持たせた学習活動

をより強固な基盤とすることで、学習活動の質の充実が図られ、そこに携わる人々

の心の豊かさや生きがいの増進につなげます。 

二つ目の視点として、社会構造が変化する現代社会において、市民は身近な生活
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の中で様々な課題を抱えています。それらの課題を解決するには、そこで暮らす多

くの市民や団体等の理解と協力が大切です。 

そこで、地域で抱える様々な課題の解決に向け、生涯学習を通した取組みとして、

地域人材の養成と活用を図るとともに、市と市民や団体等とが連携のもと共通した

地域課題に対する認識が持てる仕組みをつくります。 

生涯学習を通したまちづくり 

１．テーマを持った事業の展開 

１－１ 特色あるテーマを持った事業の展開 

１－２ オリンピック・パラリンピックを契機とした事業

の展開 

２．学習活動を通した地域の課題解決 

２－１ 郷土を学ぶ機会の提供 

２－２ 地域力向上に向けた人材の活用 

２－３ 市と市民、団体等との連携 
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１．テーマを持った事業の展開 

市では、子育て、福祉、健康、環境、産業、教育など、様々な分野において、

事業を展開していますが、それらを生涯学習の視点で関連付け、各ライフステー

ジでの学習活動を通してまちづくりにつなげていくことが、これからも生涯学習

を推進していく上では大切です。 

また、これらの学習活動を通じて、市民が様々な分野で交流し、多様な事業を

展開していくことは、市民の心の豊かさや郷土への愛着、地域人材の育成につな

がるなど、地域コミュニティの活性化に寄与すると考えられます。 

そこで、後期基本計画では、市や各種団体が実施する様々な事業を、共通した

テーマや目的を持ったものとして位置づけ、各分野の事業が有機的に結ばれ、さ

らに効果が発揮されるよう施策を展開します。 

いつでも、どこでも、だれもが生涯にわたって学習活動ができるよう、各種講

座や講演会、芸術・文化関連事業、スポーツ大会など、多様な市民のニーズに応

える事業の提供に努めていきます。 

１－１ 特色あるテーマを持った事業の展開 

（１）多彩な学習プログラムの提供 

   学習活動の機会を提供する上では、市民が常に新しい知識や技能を身につけ、

時代の変化に柔軟に対応した生活を送ることができるよう、情報化、国際化な

どテーマを持った学習プログラムを提供していくことが必要です。 

学習活動の一環として、子育てをテーマにした各種講座や家庭教育講座等を

実施し、そこでの学びが自らの子育てや地域での子育て支援につながるよう取

り組んでいくほか、防災をテーマにした講習会や企画展などを防災週間に併せ

て開催し、防災意識の高揚に努めるとともに、地域の防災力向上を目的とした

防災リーダー講習会等を実施し、受講者がそこで培った知識や技能を地域に還

元する仕組みを構築するなど、生涯学習を通したまちづくりに向けた多彩な学

習プログラムを提供していきます。 

（２）生涯学習まちづくり講座の充実 

   市では、多様な行政施策をテーマとしたプログラムを用意し、地域の団体等

からの申し出に応え、市の職員が地域に出向き、施策の内容等について説明を

行う出前講座を実施しています。
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生涯学習を通したまちづくりの推進に向け、今後は町内会・自治会をはじめ

とした団体と出前講座の日程や内容の調整を図り、地域に働きかけ、積極的に

「生涯学習まちづくり出前講座」を開催していきます。 

（３）芸術・文化分野での特色あるテーマ 

市では、これまで、「音楽」をテーマとして「音楽のあるまちづくり」に取り

組んでおり、現在では、金管バンド、吹奏楽など、小中学校全校で音楽活動が

行われているほか、音楽団体が生涯学習センターゆとろぎをはじめとする市内

各施設で活発に活動しています。 

これは、「音楽」をテーマとした事業を展開してきた成果であり、広く市民に

認知され、多くの方たちが音楽に親しみ、携わっているものです。現在では、

商店会による「にぎわい音楽祭」や「はむら夏まつり」、「はむらふるさとまつ

り」など、産業や地域イベントと音楽が融合した取組みも行われています。 

これからも、市内のいたるところで、市民生活や福祉、産業などとも結び付

きながら、幼児から高齢者までが、身近なところで音楽に親しめるよう事業の

展開を図っていきます。 

市民の芸術・文化活動では、多様な団体やサークルが、生涯学習センターゆ

とろぎなどを活用し活動を行うとともに、羽村市文化協会が、羽村市文化祭の

実行委員会を担い、市民の日頃の学習活動の発表の場を提供しています。 

最近では、市民団体による演劇祭が開催されるなど、演劇活動も活発になっ

てきました。演劇祭では、中学校、高校の演劇部や中高年の方を中心とした市

民演劇団体などが参加しました。演劇は、演技はもちろんのこと音楽やシナリ

オ、舞台美術などの総合芸術として、子どもから高齢者までが参加することの

できる活動です。 

今後、「演劇」をテーマの一つとし、演劇活動や演劇祭の継続、発展を支援す

るなどして、新しい羽村の文化として育てていくことは大きな夢を抱かせるも

のです。 

 今後５年間の中では、音楽や演劇のほか、市の特色でもある玉川上水や動物

公園などを関連付けた自然や生き物をテーマとした事業展開や、地域の中で

個々に活動されている様々な芸術文化活動から特色あるテーマを見出し、事業

の展開に取り組んでいくことで、共通のテーマを通したまちづくりを推進して

いきます。 
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１－２ オリンピック・パラリンピックを契機とした事業の展開 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、「オリンピック・

パラリンピック」を共通のテーマとした事業の展開を図っていきます。 

市では、市民体育祭や総合体育大会等のイベント、各種事業・教室を開催し

ています。これにより、乳幼児期から尐年期では体づくりや心の成長を促し、

青年前期から壮年期では運動不足の解消、高齢期では健康の維持増進を図るな

ど、スポーツの機会を通じた様々な取組みを行っています。 

また、市内では、スポーツ関係団体を中心に多くのスポーツ活動が行われて

おり、そこでは、仲間同士が交流を通して楽しみながらスポーツに取り組み、

体力や技術力の向上が図られています。 

今後は、幼児から高齢者までの各ライフステージに対応した「スポーツ」と

「健康」を関連付けたメニューを開拓し、生涯を通じてスポーツ活動に取り組

める環境を作っていくことで、市民の体力向上や健康づくりにつなげていきま

す。 

さらには、スポーツ活動と芸術や芸能など様々な文化活動を関連付けた事業

の創出に向けた取組みを行うことで、市民相互のふれあいを通した、豊かで活

力のあるまちづくりにつなげていきます。 
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２．学習活動を通した地域の課題解決 

今日の高度情報化や国際化、尐子高齢化といった社会構造の変化に伴い、様々

な地域課題が生じています。 

これらの地域課題を解決することで、誰もが暮らしやすいまちへとつながり、

また、解決するにあたって市民が学習成果を活かすことで、自主・自立のまちづ

くりへとつながります。 

現在も、町内会・自治会や老人クラブといった各種団体の様々な活動が、地域

課題の解決にもつながっています。さらに社会の変化に対応した学習活動を通し

て地域が抱える様々な課題の解決に向けた仕組みを作ることで、生涯学習を通し

た住みよいまちづくりを進めていきます。 

２－１ 郷土を学ぶ機会の提供 

市民がまちづくりに参画するためには、まず、郷土に対して関心を持つことが

大切です。そこで、地域を知り、郷土を学ぶことのできる機会を提供します。ま

た、市の様々な行政施策を展開する中で、各分野の講座や教室の開催により、学

習機会を提供するとともに、出前講座など市民のニーズに応える学習の場の提供

に努めていきます。 

○郷土の魅力や特色を学ぶ機会の提供

羽村市の魅力を発信する Web サイトの充実を図るとともに、市民が市の魅力や

特色を知る機会の充実を図ります。 

また、歴史や文化について、生涯学習関連施設で様々な事業を展開するほか、

市史編さん事業を通じた事業を実施するなど、地域や郷土に対して関心が持てる

よう取り組みます。 

２－２ 地域力向上に向けた人材の活用 

   市民自らが身近な地域について考え、課題を共有し、解決に向けて行動に移す

ことが大切です。 

そこで、ボランティア活動を以下のような生涯学習の視点にたって推進してい

くことにより、地域の中で活躍できる多くの人材の養成に努めます。 
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・ボランティア活動を行うために必要な知識や技能を習得するための学習 

・ボランティア活動の中から自己実現、自己開発につながる学習 

・ボランティア活動を通した地域力の向上 

○地域人材の養成及び活用の促進

   様々な機会を捉えてボランティア制度を展開し、ボランティア団体等とも連携

しながら、積極的にボランティアのできる人材を活用するとともに、様々な分野

でボランティア養成講座を実施することにより、多くのボランティアが地域で活

躍することのできるまちづくりを推進します。 

２－３ 市と市民、団体等との連携 

   市民が主体的に地域課題を解決するには、そのための取組みが円滑に進むよう

支援することが大切です。地域課題を解決する取組みへの協働や、地域課題に即

した講座を開催するなど、市民や団体と連携し、生涯学習の視点から支援してい

くよう取り組みます。また、連携にあたっては、地域課題とのギャップが生じな

いよう、市の各部署が地域の実情や具体的な課題について情報収集し、さらに、

地域課題の解決に向けた取組みなどについての調査・研究を進めます。 




